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主な記事

　　　個別指導対策講習会（現地開催のみ）
好評につき臨時開催！

■日　時　10月19日（日）13〜 16 時
■会　場　TKPガーデンシティ PREMIUM大宮
■講　師　保険医協会講師陣、顧問弁護士
■対　象　保険医協会の会員本人とその従業員
　　　　　医科歯科それぞれ先着 60人
	 ※従業員のみでは参加できません
■参加費　無料
■申　込　9月にお送りした案内 FAXまたは電話にて
	 （定員に達した場合締め切り）

◆前回（2月開催）講習会に参加された声◆
「個別指導の法的根拠や当日の心構えまで詳しく教えていただき有意義でし
た。個別指導を受ける前に聞きたかったです」
「個別指導対策の要点を読むのは大変だと思っていたので、特に重要な部分を
解説してもらえて助かりました」
「参加したことで不安が軽減され、個別指導に備える心構えができました」

　
厚
生
局
か
ら
九
月
八
日
付

け
で
、集
団
的
個
別
指
導（
講

習
会
形
式
）
の
選
定
通
知
が

対
象
の
医
療
機
関
（
医
科
二

二
〇
件
、
歯
科
二
〇
四
件
）

に
「
特
定
記
録
郵
便
」
で
送

付
さ
れ
て
い
る
。
十
月
か
ら

十
二
月
に
か
け
て
実
施
。
選

定
通
知
に
は
、
実
施
日
が
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、
予
定
さ

れ
て
い
る
四
回
の
い
ず
れ
か

に
出
席
す
れ
ば
よ
い
（
表
）。

一
人
で
悩
ま
ず

協
会
に
相
談
を

　
協
会
は
三
〇
年
以
上
に
わ

10
月
か
ら
実
施

９
月
に
選
定
通
知
送
付

全県配布
本
号
は
会
員
お
よ
び
未

入
会
員
の
方
に
も
配
布

し
て
い
ま
す
。

※
未
入
会
員
の
先
生
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
新

聞
ご
送
付
に
際
し
、
関
東

信
越
厚
生
局
で
開
示
さ
れ

た
デ
ー
タ
を
元
に
送
付
し

て
い
ま
す
。

全県配布

た
り
、
行
政
と
の
交
渉
を
通

じ
て
運
営
改
善
を
粘
り
強
く

求
め
て
き
た
。
個
別
指
導
に

関
す
る
多
く
の
相
談
が
日
々

寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
選

定
通
知
が
届
い
た
ら
、
ぜ
ひ

早
め
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
た

い
。

　
協
会
で
は
、
会
員
限
定
の

「
個
別
指
導
対
策
講
習
会
」

を
十
月
十
九
日
（
日
）
に
開

催
す
る
。（
詳
細
は
右
記「
個

別
指
導
対
策
講
習
会
の
ご
案

内
」
参
照
。
三
面
に
続
く
）

集団的
個別指導 会員

限定

費
四
兆
円
の
削
減
」
を
主
張

し
た
日
本
維
新
の
会
な
ど
、

野
党
の
中
で
も
次
期
診
療
報

酬
の
引
き
上
げ
に
向
け
た
理

解
は
ま
だ
ま
と
ま
っ
て
い
な

い
状
況
も
あ
る
。

　
八
月
下
旬
に
、
二
〇
二
六

年
度
の
概
算
要
求
が
締
切
と

な
り
、
厚
労
省
か
ら
は
過
去

最
大
の
要
求
額
と
な
っ
た
こ

と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
診
療
報
酬
の
大
幅
な
引

き
上
げ
に
至
る
要
求
は
出
さ

れ
て
い
な
い
。
因
み
に
「
医

療
分
野
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
推

進
」（
マ
イ
ナ
保
険
証
の
環

境
整
備
、
次
期
診
療
報
酬
の

算
定
モ
ジ
ュ
ー
ル
開
発
）
に

つ
い
て
は
、
概
算
要
求
で
は

具
体
的
な
予
算
は
示
さ
れ
ず

年
末
ま
で
に
調
整
が
進
め
ら

れ
る
予
定
で
あ
る
。

実
質
賃
金
は
３
年

で
４
％
を
超
え
る

マ
イ
ナ
ス

　
連
合
が
発
表
し
た
賃
上
げ

率
は
、
二
〇
二
四
年
が
五
・

一
〇
％
、二
〇
二
五
年
は
五
・

二
五
％
と
歴
史
的
な
賃
上
げ

が
実
現
し
て
い
る
。し
か
し
、

こ
れ
だ
け
の
賃
上
げ
の
一
方

で
も
こ
の
間
の
物
価
の
伸
び

は
著
し
く
実
質
的
な
賃
金
は

マ
イ
ナ
ス
で
推
移
し
、
三
年

で
四
％
を
超
え
る
マ
イ
ナ
ス

に
な
っ
て
い
る
。

　
医
療
界
は
過
去
の
診
療
報

酬
改
定
で
マ
イ
ナ
ス
改
定
を

強
い
ら
れ
て
い
る
が
、
近
年

の
物
価
高
の
影
響
に
よ
り
二

重
の
マ
イ
ナ
ス
効
果
に
晒
さ

れ
深
刻
な
状
態
だ
。

　
協
会
は
大
幅
な
診
療
報
酬

引
き
上
げ
の

た
め
に
国
民

皆
保
険
制
度

堅
持
に
理
解

あ
る
議
員
に

働
き
か
け
て

い
く
が
、
多

く
の
開
業
医

ら
の
声
が
必

要
な
情
勢
で

あ
る
。

　
本
紙
に
折

り
込
ん
だ
署

名
に
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
ぜ
ひ
協

力
を
い
た
だ

き
た
い
。

　
協
会
は
九
月
よ
り
次
期
診
療
報
酬
改
定
の
大
幅
引
き
上
げ
な
ど
を
求
め
て
、要
請
署
名
、

緊
急
決
起
集
会
の
開
催
、
国
会
議
員
へ
の
要
請
、
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
へ
の
要
請
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
他
の
課
題
も
含
め
て
秋
の
要
請
活
動
を
旺
盛
に
展
開
し
経
営

環
境
の
改
善
を
働
き
か
け
つ
つ
、
会
員
向
け
の
様
々
な
研
究
会
や
講
習
会
を
準
備
し
て
い

る
。
会
員
に
は
参
加
、利
用
の
う
え
日
常
診
療
や
医
院
経
営
の
支
援
に
役
立
て
ら
れ
た
い
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
に
て

緊
急
決
起
集
会
も
開
催

次
期
診
療
報
酬

改
定

　
九
月
か
ら
協
会
は
会
員
と

と
も
に
「
次
期
診
療
報
酬
改

定
は
少
な
く
と
も
一
〇
％
を

超
え
る
大
幅
引
き
上
げ
を
求

め
る
要
請
署
名
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
九
月
二
十
五
日

に
は
埼
玉
県
選
出
の
国
会
議

員
ら
に
実
現
に
向
け
要
請
署

名
の
賛
同
と
緊
急
決
起
集
会

へ
の
協
力
な
ど
の
要
請
を
行

な
っ
た
。

　
六
月
の
骨
太
方
針
、
八
月

の
概
算
要
求
を
経
て
、
こ
の

間
に
も
診
療
報
酬
の
引
き
上

げ
の
必
要
性
は
、
医
療
界
の

み
な
ら
ず
知
事
会
や
各
地
の

自
治
体
議
会
か
ら
も
意
見
書

が
出
さ
れ
る
な
ど
、
一
定
の

理
解
は
す
す
ん
で
い
る
。
し

か
し
、
夏
の
参
議
院
選
挙
で

も
「
手
取
り
を
増
や
す
」
と

社
会
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

主
張
し
た
国
民
民
主
党
や
、

「
手
ど
り
を
上
げ
社
会
保
険

料
引
き
下
げ
の
た
め
に
医
療

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を

給
付
金
の
要
件
と
す
る
な

　
九
月
十
一
日
、
協

会
は
埼
玉
県
知
事
宛

に
「
埼
玉
県
生
産
性

向
上
・
職
場
環
境
整

備
等
支
援
事
業
交
付

金
」
の
申
請
期
間
の

追
加
と
国
か
ら
示
さ

れ
て
い
る
交
付
要
件

の
緩
和
を
求
め
る
要

請
書
を
提
出
し
た
。

（
五
面
に
続
く
）

関
ブ
ロ

緊
急
決
起
集
会

　
九
月
二
十
一
日
、
保
団
連

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
会

長
理
事
長
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
、
終
了
後
に
は
新
宿
駅
前

に
て「
診
療
報
酬
引
き
上
げ
」

や
「
保
険
証
復
活
」
を
求
め

る
宣
伝
行
動
が
実
施
さ
れ

た
。
渡
部
理
事
長
も
マ
イ
ク

を
手
に
「
マ
イ
ナ
保
険
証
の

利
用
者
は
ま
だ
三
割
程
度
。

保
険
証
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と

し
て
、
併
走
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
」
な
ど
ス
ピ
ー
チ
を
行

な
っ
た
。

　
十
月
十
二
日
に
は
、
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
と
し
て
初

め
て
診
療
報
酬
引
き
上
げ
を

求
め
る
緊
急
決
起
集
会
も
開

催
し
、
参
加
者
に
よ
る
決
議

を
確
認
。
さ
ら
に
要
請
活
動

を
強
め
て
い
く
こ
と
を
決
定

し
た
。
ア
ー
カ
イ
ブ
は
協
会

サ
イ
ト
、
ま
た
は
保
団
連
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
サ
イ
ト
か
ら

視
聴
可
能
で
あ
る
（
詳
細
は

次
号
）。

県に要請

診療報酬の大幅引き上げの要請書を手渡す渡部理事長（右）。要請に賛同いただいた、右から古川俊治参院議員
（自民）、熊谷裕人参院議員（立憲）、塩川鉄也衆院議員（共産）

中村医療整備課長に要請する渡部理事長（中
央）と土田副理事長（左）

9月 21 日、新宿駅前で「診療報酬引き上げ」「保険証復活」を訴
える宣伝行動。関東ブロック理事長・会長らの前で訴える渡部理
事長（左から 2人目）

次期改定
少なくとも少なくとも10%超の引上げを要請

地域医療体制を守るために


